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●研究概要 
目的：科学技術開発戦略策定（研究目標設定）科学技術開発遂行（研究目標達成）、及び研究に携わ

る主戦力である学生の研究能力に焦点をあて、大学の研究室において効果的かつ効率的に知

創造を実現するための科学技術研究の方法論を研究する。 
 方法：知識科学研究者及び外部協力者と連携しながら、多角的にマネジメント手法を適用して、科

学技術開発戦略理論の創造のための実験を実施する。 
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研究体制 

ナノ材料をモデルとする科学技術開発戦略理論の創造と実験

創造的な研究開発

◆優れた研究成果
・有用な研究目標の設定・研究目標の達成

◆学生の自律加速化
・テーマを理解して自分で動ける・研究を楽しむ

◆研究者個人の創造性発揮できる研究室風土

創造的な研究開発

◆優れた研究成果
・有用な研究目標の設定・研究目標の達成

◆学生の自律加速化
・テーマを理解して自分で動ける・研究を楽しむ

◆研究者個人の創造性発揮できる研究室風土

研究

教育

創造的な研究開発

◆優れた研究成果
・有用な研究目標の設定・研究目標の達成

◆学生の自律加速化
・テーマを理解して自分で動ける・研究を楽しむ

◆研究者個人の創造性発揮できる研究室風土

創造的な研究開発

◆優れた研究成果
・有用な研究目標の設定・研究目標の達成

◆学生の自律加速化
・テーマを理解して自分で動ける・研究を楽しむ

◆研究者個人の創造性発揮できる研究室風土

研究

教育

研究概要

「視覚化」

・・

仮説構築、研究計画段階は知識活用や知識創造の重要な場である
「見える化と課題ばらし」により衆知をあつめる場をつくる

目標の具体化

課題の抽出

課題解決のシナリオ

行動計画
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有用な研究目標設定の方法論開発 効率的に目標を達成する方法論の開発
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